





























































苦悩が、神の愛と慈悲を知る喜びに背くことになるからである（Neaman, 1975 ; Solomon, 












































































































































1855年 ₅ 月24日　☆『瞬間』第 ₁号
1855年 ₉ 月24日　★『瞬間』最終号
　ちなみに、『これか─あれか』での誘惑者Ａの日記の開始の日付は ₄月 ₄日、終了するのは
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　認知療法はアルバート・エリス（Ellis and Harper, 1975 ; Ellis, 1988）、アーロン・ベック、










































キェルケゴール著作への参照はSøren Kierkegaards Sæmlede Værker, Gyldenda, 1964, SVと略記して巻号とペー
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